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古
代
・
中
世
移
行
期
の
交
通
路
と
熊
野
王
子
社
の
成
立
背
景

―
窪
津
王
子
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

　

難
波
（
渡
辺
・
窪
津１

）
は
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
性
の
高
い
土
地
で
あ
っ
た
。
上
町
台
地
を
中
心
に
難
波
宮
や
摂
津
国
府
な
ど
政

髙　

橋　

あ
か
ね

　

九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
頃
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、

神
道
に
お
い
て
も
転
換
期
で
あ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
様
々
な
要
因
が
推

測
さ
れ
る
が
、近
年
、そ
の
一
つ
に
環
境
変
化
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
地
形
・
環
境
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
て
、
古
代
・
中
世
移

行
期
の
神
社
立
地
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
中
世
隆
盛
す
る
熊
野

参
詣
路
の
起
点
で
あ
る
上
町
台
地
北
端
部
周
辺
に
注
目
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
十
世
紀
末
ま
で
舟
運
が
可
能
で
あ
り
、
大
阪
湾
へ
の
通

過
地
点
で
あ
っ
た
当
地
域
は
、
熊
野
参
詣
が
は
じ
ま
る
十
一
世
紀
末
ま
で

に
、土
砂
堆
積
が
進
み
舟
運
が
困
難
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

上
陸
地
点
と
な
り
、
水
陸
交
通
の
結
節
点
へ
と
性
格
が
変
化
し
、
熊
野
参

詣
路
の
起
点
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
十
二
世
紀
後
半
に
は

熊
野
王
子
社
で
あ
る
窪
津
王
子
が
成
立
し
、
そ
の
位
置
は
渡
部
別
所
と
の

関
係
か
ら
台
地
下
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

窪
津
王
子
が
成
立
す
る
背
景
に
は
古
代
に
存
在
し
た
港
湾
の
神
が
想

定
で
き
、
難
波
津
の
環
境
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
と
も
に
、
熊

野
参
詣
路
の
成
立
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
中
世
熊
野

信
仰
へ
の
転
換
の
一
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
難な

に
わ波

津づ

」「
環か
ん

境き
ょ
う

変へ
ん

化か

」「
熊く
ま

野の

王お
う

子じ

社し
ゃ

」「
渡わ
た
な
べ部

別べ
っ
し
ょ所

」「
港こ
う
わ
ん湾

の
神か
み

」

論
　
文
　
要
　
旨
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治
的
な
建
物
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
国
家
的
な
港
湾
で
あ
る
難
波
津
が
存
在
し
、
ま
た
、
四
天
王
寺
や
住
吉
社
（
現
在
の
住
吉
大
社
）
な
ど
神
道
や
仏
教
に
関

係
す
る
建
築
物
も
多
く
、
大
阪
平
野
に
お
け
る
信
仰
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。

　

難
波
で
は
古
代
、
仏
像
を
難
波
堀
江
に
流
し
た
り
、
有
事
の
際
に
わ
ざ
わ
ざ
祓
禊
し
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
京
の
人
々
に
と
っ
て
祓
の
場
と
し
て
の
共
通

認
識
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
入
っ
た
あ
と
も
難
波
で
は
八
十
島
祭
や
斎
王
が
帰
京
し
た
際
の
祓
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
宗
教
の
側
面
か
ら
見
て

も
重
要
性
の
高
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　

院
政
期
以
降
、
難
波
の
地
は
上
皇
や
貴
人
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
熊
野
・
高
野
山
・
四
天
王
寺
・
住
吉
社
な
ど
へ
の
社
寺
参
詣
に
よ
っ
て
、
水
陸
交
通
の

結
節
点
と
し
て
多
く
の
参
詣
記
に
名
前
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
熊
野
参
詣
で
あ
る
。

　

熊
野
参
詣
と
は
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
宇
多
法
皇
の
参
詣
を
は
じ
め
と
し
、
白
河
上
皇
の
二
回
目
の
熊
野
参
詣
で
あ
る
永
久
四
年

（
一
一
一
六
）
を
画
期
と
し
て
、
院
政
期
以
降
、
上
皇
や
貴
人
、
庶
民
な
ど
多
く
の
人
々
が
熊
野
へ
と
詣
で
た
こ
と
を
指
す
。
熊
野
は
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た

末
法
思
想
に
よ
り
浄
土
信
仰
や
、
神
仏
習
合
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
現
世
に
お
け
る
浄
土
と
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
『
神
道
集
』
の
「
熊
野
の
本
地
」
な
ど
で

苦
し
む
神
が
描
か
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
苦
し
み
を
背
負
う
衆
生
擁
護
の
神
と
観
念
さ
れ
る
な
ど２

、
古
代
に
お
け
る
氏
神
を
対
象
と
し
た
信
仰
と
は
異
な
る
特
徴

を
持
つ
。

　

熊
野
参
詣
で
は
原
則
徒
歩
で
本
宮
（
現
在
の
熊
野
本
宮
大
社
）
を
目
指
し
、
そ
の
参
詣
道
中
で
は
参
詣
者
に
同
行
し
た
先
達
の
指
示
に
よ
り
、
祓
や
奉
幣
な

ど
の
儀
式
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
お
こ
な
わ
れ
た
儀
式
の
中
に
は
、
道
中
の
王
子
社
へ
の
参
詣
、
奉
幣
な
ど
が
あ
り
、
熊
野
参
詣
に
お
い
て
王
子
社
の
存
在
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

船
か
ら
降
り
る
地
点
で
あ
っ
た
渡
辺
に
は
、
王
子
社
の
中
で
も
最
初
に
参
詣
者
が
詣
で
る
「
窪
津
王
子
」
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

熊
野
王
子
社
は
、渡
辺
か
ら
目
的
地
で
あ
る
本
宮
ま
で
の
道
中
に
総
数
と
し
て
は
百
社
を
超
え
て
存
在
し
た
祠
な
ど
を
指
す
。
そ
の
淵
源
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
れ
は
道
祖
神
の
よ
う
な
も
の
や
、
叢
祠
や
樹
叢
な
ど
、
王
子
社
ご
と
に
異
な
る
も
の
を
持
ち
、
そ
の
地
に
あ
っ
た
在
地
の
神
な
ど
を
熊
野
信
仰
の
中
に
位
置

づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る３

。
で
は
、
窪
津
王
子
の
淵
源
は
何
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
古
代
か
ら
中
世
へ
と
変
化
す
る
景
観
や
神
観
に
注
目

し
つ
つ
、
窪
津
王
子
の
淵
源
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
重
源
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
渡
部
別
所
と
窪
津
王
子
と
の
か
か
わ
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り
か
ら
、
窪
津
王
子
社
の
位
置
の
再
考
に
つ
い
て
も
お
こ
な
う
。

一
、
窪
津
王
子
の
概
要

　

熊
野
参
詣
に
つ
い
て
も
う
少
し
概
要
を
述
べ
る
と
、
そ
の
特
徴
は
原
則
徒
歩
で
目
的
地
で
あ
る
本
宮
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に

所
収
さ
れ
た
「
熊
野
へ
参
ら
む
と
思
へ
ど
も
、
徒
歩
よ
り
参
れ
ば
道
遠
し
、
す
ぐ
れ
て
山
き
び
し
、
馬
に
て
参
れ
ば
苦
行
な
ら
ず
、
空
よ
り
参
ら
む
、
羽
た
べ

若
王
子
」
と
い
う
歌
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
徒
歩
が
重
視
さ
れ
た
背
景
に
は
、
参
詣
者
を
導
い
た
先
達
の
影
響
が
強
く
、
吉
野
や
大
峰
な
ど
険
し

い
山
中
に
お
い
て
峰
を
た
ど
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
修
行
が
熊
野
参
詣
の
道
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
窪
津
王
子
は
そ
の
陸
路
の
起
点
に
あ
た
る

上
町
台
地
西
北
端
部
付
近
に
存
在
し
た
。

　

そ
の
窪
津
王
子
（
渡
辺
王
子
）
は
、『
吉
記
』
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
に
吉
田
経
房
が
お
こ
な
っ
た
熊
野
参
詣
の
記
録
で
初
め
て
確
認
が
で
き
る４

。

　
　

�

廿
一
日
乙
巳
、
自
二
昨
日
一
雖
レ
有
二
陰
気
朝
霽
一
、
今
日
進
二
発
熊
野
一
、
出
二
七
条
一
、
経
二
造
路
一
、
先
達
定
宗
闍
梨
、
房（

定
経
）州

等
、
相
伴
侍
七
人
、
盛
職
朝
臣
、

範
清
・
盛
佐
・
敦
澄
・
忠
継
・
盛
業
・
景
光
、
上
下
相
幷
百
卅
余
人
、
於
二
鳥
羽
南
楼
一
乗
レ
船
、
卯
終
参
二
詣
八
幡
一
、
房
州
依
二
軽

服
一
不
レ
参
、於
二
木
津
殿
一
昼
養
。
此
間

雨
下
、
黄
昏
参
二
着
渡
辺
王
子
一
。
秉
燭
之
後
着
二
天
王
寺
一
、
経
尊
法
眼
儲
二
宿
所
一
。
念
仏
堂
執
行
送
二
酒
肴
一
。

　
　
　

今
夜
有
レ
夢
、
公
卿
両
三
前
大
・
新

大
・
源
中
、源
中
抱
二
小
児
一
、
若
是
若
王
寺（

子
）歟
、
急
々
如
律
令
、

　

吉
田
経
房
は
京
を
出
発
し
、
鳥
羽
殿
の
南
楼
か
ら
船
に
乗
り
込
ん
で
淀
川
を
下
っ
て
お
り
、
途
中
石
清
水
八
幡
宮
に
詣
で
つ
つ
も
そ
の
日
の
夕
方
頃
に
は
窪

津
王
子
に
到
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
京
―
鳥
羽
殿
―
石
清
水
―
窪
津
―
四
天
王
寺
を
た
ど
る
こ
の
ル
ー
ト
は
、
院
政
期
の
熊
野
参
詣
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
参
詣
で
は
、
王
子
社
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
特
に
記
述
は
な
い
が
、
淀
川
を
下
っ
て
船
を
降
り
る
場
所
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
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な
い
場
所
に
あ
る
の
が
、
こ
の
窪
津
王
子
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
よ
り
後
の
参
詣
記
に
も
引
き
続
き
窪
津
王
子
は
登
場
し
、
特
に
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記５

』
や
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）

の
『
後
鳥
羽
院
・
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記６

』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
窪
津
王
子
社
頭
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
儀
式
の
詳
細
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
建
仁
元
年
十
月
五
日
条

　
　

五
日
、
天
晴
（
中
略
）

　
　

�

騎
馬
出
二
木
津
殿
方
一
、
人
々
昼
ヤ
シ
ナ
ヒ
、
打
二
屋
形
御
所
一
之
儀
等
如
レ
例
厳
重
、
予
最
前
乗
レ
船
下
、
解
二
衣
裳
一
及
二
一
寝
一
、
著
二
水
干

浄
衣
一
、

申
始
許
著
二
ク
ホ

津
一
、
先
達
次
第
申
二
可
レ
融
之
由

一
先
約
、
仍
不
二
相
具
一
、

拝
二
王
子
一
、
人
々
前
後
会
合
、
良
久
御
船
著
御
、
御
奉
幣
、
長
房
取
レ
之
、
授
二
御
先

達
一
、
々
々
々
進
レ
之
、

御
拝
二
度
、
先
達
申
レ
之
退
出
、
次
御
経
供
養
、
里
神
楽
了

上
下
乱
舞
、
宿
老
人
々
已
前
退
出
、
即
騎
馬
馳
奔
、（
後
略
）

　
『
後
鳥
羽
院
・
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
』
建
保
五
年
九
月
三
十
日
・
十
月
二
十
五
日
条

　
　

三
十
日
甲
辰
、
天
晴
（
中
略
）

　
　

�

女
院
御
船
付
二
木
津
殿
一
、
卿
二
品
被
レ
進
二
御
養
於
御
船
一
之
故
也
、
予
於
二
御
船
一
構
レ
養
、
二
品
儲
レ
之
、
左
衛
門
督
・
予
・
以
康
・
信
経
、
依
二
院
仰
一

候
二
御
船
一
、
申
刻
著
二
窪
津
一
、
出
御
□
被
□
□

（
両
カ
）院
御
幸
、
且
依
レ
仰
也
、
小
時
御
先
達
僧参

入正
幷
御
船
等著

御

著
、
先
上
皇
参
二
御
王
子
一
、
次
女
院
下
御
、
御

輿
奉
レ
昇
二
入
拝
殿
内
一
、
左
衛
門
督
・
忠
嗣
朝
臣
候
レ
之
、
後
方
上
北
面
奉
レ
昇
レ
之
、
次
輿
等

於
（
〃
カ
）並
二
居
拝
殿
後
一
、
牟
志
笠
女
房
候
二
拝
殿
□

（
傍
カ
）一
、
先
院

御
奉
幣
・
御
経
供
養
・
里
神
楽
、
次
女
院
御
奉
幣
、
予
伝
レ
幣
、
次
御
経
供
養
、
隆
承
律
師
・

聖
覚
代
官
、

次
里
神
楽
・
馴
子
舞
混
合
、
重
長
朝
臣
舞
二
白
拍
子
一
、
天
□
無

双
□
□
舞
所
レ
被
二
召
具
一
也
、
可
レ
謂
二
珍
重
一
、
按
察
守
レ
仰
一
向
致
二
沙
汰
一
所
二
相
具
一
也
、（
中
略
）

　
　

廿
五
日
、
天
晴
、（
中
略
）

　
　

�

抑
渡
部
御
船
幷
国
々
召
二
船
府
一
鵜
船
等
、
自
二
前
日
一
宗
奉
行
人
主
典
代
・
庁
官
下
著
所
レ
沙
二
汰
儲
一
也
、
御
進
発
時
所
レ
進
之
船
等
皆
所
レ
進
也
、（
後
略
）
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後
鳥
羽
上
皇
に
よ
る
こ
の
二
回
の
熊
野
参
詣
で
も
、
川
下
り
の
後
、
船
を
降
り
て
す
ぐ
に
窪
津
王
子
に
詣
で
て
お
り
、
下
船
地
点
か
ら
近
い
場
所
に
あ
っ
た

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
奉
幣
の
ほ
か
、
御
経
供
養
や
里
神
楽
、
馴
子
舞
な
ど
が
催
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
野
へ
の
起
点
に
位
置
す
る
王
子
社
と
し
て
、
参
詣
記
に
も
記
さ
れ
る
窪
津
王
子
で
あ
る
が
、
そ
の
名
前
が
史
料
上
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、『
吉
記
』で
確
認
し
た
よ
う
に
承
安
四
年
以
降
で
あ
り
、王
子
社
初
見
の
永
保
元
年（
一
〇
八
一
）や
、複
数
の
王
子
社
が
見
え
始
め
る
天
仁
二
年（
一
一
〇
九
）

な
ど
か
ら
少
し
遅
い
。
し
か
し
、
承
安
四
年
以
前
の
熊
野
参
詣
に
も
窪
津
と
同
じ
地
を
さ
す
地
名
が
見
え
る７

こ
と
か
ら
、
一
貫
し
て
京
か
ら
淀
川
を
下
り
、
上

陸
す
る
地
点
と
し
て
参
詣
路
の
中
で
も
重
要
性
の
高
い
場
所
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
窪
津
王
子
の
淵
源
に
は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
い

う
土
地
の
性
格
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
想
定
し
て
み
た
い
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
子
社
と
は
紀
伊
半
島
西
側
に
沿
う
よ
う
に
立
地
す
る
小
規
模
な
社
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
そ
の
淵
源
を
、
熊
野
三

山
を
遥
拝
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
叢
祠
・
樹
叢
な
ど
で
あ
る
と
す
る
説
、
道
祖
神
や
手
向
け
の
神
で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
様
々
に
展
開
し
て

い
る
が
、
多
く
が
そ
の
淵
源
を
王
子
社
全
体
に
適
用
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
王
子
社
が
窪
津
か
ら
本
宮
ま
で
と
い
う
長
い
道
中
で
各
地
に
存
在
し
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
史
料
で
確
認
で
き
る
年
代
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
一
概
に
す
べ
て
の
王
子
社
が
同
じ
淵
源
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

　

以
前
の
研
究
で
、
い
く
つ
か
の
王
子
社
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
淵
源
が
違
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
淵
源
を
考
え
る
際
に
は
王
子
社
が
位
置
す
る

そ
の
場
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た８

。
こ
れ
は
窪
津
王
子
に
も
同
様
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
次
章
以
降
、
古
代
か
ら
中
世
を
通
し

た
場
の
連
続
性
を
踏
ま
え
て
窪
津
王
子
の
淵
源
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

二
、
古
代
難
波
の
景
観
と
窪
津
王
子
の
淵
源

　

窪
津
王
子
が
位
置
す
る
難
波
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
場
所
で
あ
る
。

　

現
在
の
難
波
は
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
範
囲
で
あ
り
市
街
地
が
広
が
る
。
明
治
の
大
規
模
な
治
水
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
以
前
は
淀
川
の
流
路
が
現
在
よ
り

蛇
行
し
て
お
り
、
現
在
の
景
観
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
の
難
波
は
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十
一
年
に
「
郊
沢
曠
遠
、
而
田
圃
少
乏
、
且
河
水
横
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逝
、
以
流
末
レ
駃
、
聊
逢
二
霖
雨
一
、
海
潮
逆
上
、
而
巷
里
乗
レ
船
、
道

路
亦
泥
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
河
川
の
洪
水
や
、
高
潮
に
よ
っ

て
道
路
ま
で
泥
に
埋
ま
る
よ
う
な
、
水
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い
低
地

が
大
部
分
を
占
め
る
土
地
で
あ
っ
た
（
図
１９

）。

　

水
害
を
多
く
受
け
な
が
ら
も
、
難
波
の
堀
江
が
開
削
さ
れ
る
な
ど
古

く
か
ら
治
水
事
業
が
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
、
難
波
で
は
上
町
台
地
周

辺
を
中
心
に
栄
え
た
。

　

五
世
紀
後
半
に
は
台
地
上
に
法
円
坂
倉
庫
群
が
存
在
し
、
倉
庫
群
が

廃
絶
し
た
後
も
難
波
宮
下
層
遺
跡
か
ら
集
落
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
よ
う

に
、
上
町
台
地
北
端
部
で
は
人
々
の
活
発
な
営
み
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
そ
の
後
も
前
期
難
波
宮
、後
期
難
波
宮
と
継
続
し
て
都
城
が
置
か
れ
、

政
治
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
土
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
台
地
北
端
部
周

辺
の
低
地
に
は
、難
波
津
と
呼
ば
れ
る
国
家
的
な
港
湾
施
設
が
存
在
し
、

各
地
と
の
交
通
・
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
難
波
に
お
い
て
特
に
重
要
な

場
所
と
さ
れ
て
い
た10

。
こ
の
港
湾
施
設
で
あ
る
難
波
津
は
古
代
以
降
も

継
続
し
、
中
世
に
お
け
る
渡
辺
津
の
前
身
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
港
湾
施
設
と
し
て
の
動
き
に
注
目
し
て
、
い
く
つ
か
史
料
を
挙
げ
て
古

代
難
波
津
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
八
月
壬
子
条
の
「
遣
レ
使
封
二
左
右
京
及
山
﨑
津
・
難
波
津
酒
家
甕
一
、
以
二
水
旱
成
レ
災
、
穀

米
騰
躍
一
也
、」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
大
規
模
な
旱
魃
が
あ
り
、
米
価
が
高
騰
し
た
た
め
、
米
価
抑
制
の
た
め
に
米
を
酒
米
に

転
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
の
際
、
主
要
な
酒
造
地
域
の
酒
甕
を
封
じ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
左
右
京
と
山
崎
津
に
並
ん
で
難
波
津
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（図１）難波周辺地図
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こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
平
安
京
や
そ
の
外
港
で
あ
る
山
崎
津
と
い
う
大
き
な
物
流
の
要
所
と
並
ん
で
難
波
津
は
米
が
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
難
波
津
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
貴
族
た
ち
の
「
宅
」
を
確
認
す
る
。
難
波
津
の
周
辺
に
は
奈
良
時
代
の
藤
原
豊
成
の
宅
を
は
じ
め
、
貴
族
た
ち
の
経

済
活
動
の
拠
点
と
し
て
展
開
し
て
お
り
、
上
町
台
地
北
端
部
周
辺
で
あ
る
難
波
の
大
川
沿
い
に
集
中
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
宅
」
は
西
国
と
の
水
上
交

通
の
拠
点
と
し
て
用
い
ら
れ
た11

。
八
世
紀
、
難
波
堀
江
周
辺
で
は
貴
人
た
ち
の
「
宅
」
以
外
に
も
東
大
寺
な
ど
の
大
寺
院
、
他
に
も
遠
距
離
交
易
者
の
中
継
基

地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る12

。

　
「
宅
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）、
謀
反
の
罪
で
流
罪
と
な
っ
た
文
室
宮
田
麻
呂
の
「
難
波
宅
」
が
あ
る
。
宮
田
麻
呂
は

平
安
京
の
ほ
か
、
難
波
に
も
「
宅
」
を
所
有
し
て
お
り
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
二
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　　
　

�

禁
二
告
者
氏
雄
于
左
近
衛
府
一
、
勅
使
等
所
二
捜
得
一
宮
田
麻
呂
京
宅
兵
具
、
弓
十
三
枝
、
胡
録
三
具
、
箭
百
六
十
隻
、
劔
六
口
、
難
波
宅
兵
器
、
冑
二
枚
、

零
落
甲
二
領
、
劔
八
口
、
弓
十
二
張
、
胡
籙
十
具
、
桙
三
柄
、
棄
二
置
于
右
近
衛
陣
一
、

　　

京
宅
と
並
ん
で
、
難
波
宅
に
は
多
く
の
私
有
兵
器
が
置
か
れ
て
お
り
、
難
波
宅
が
宮
田
麻
呂
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
戸
田

芳
実
氏
は
こ
れ
と
合
わ
せ
て
宮
田
麻
呂
が
新
羅
人
と
交
易
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
難
波
の
宅
を
中
継
基
地
と
し
て
活
発
な
経
済
活
動
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
と
述
べ
た13

。
難
波
津
は
淀
川
交
通
を
介
す
る
内
陸
交
通
だ
け
で
な
く
、
西
国
諸
国
や
外
国
と
の
交
易
の
場
と
い
う
国
家
的
な
港
湾
と
し
て
の
働
き
を

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

上
町
台
地
北
端
部
を
西
方
に
降
り
た
砂
州
か
ら
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
松
尾
信
裕
氏
は
、
こ
の
一
帯
か
ら
出
土
し

た
遺
跡
に
は
貴
族
た
ち
の
「
宅
」
と
同
じ
よ
う
な
性
格
の
遺
跡
も
含
ま
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
集
落
が
中
世
の
渡
辺
に
継
続
す
る
と
推
測
し
て
い
る14

。

　

当
時
の
景
観
は
『
万
葉
集
』
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
十
の
大
友
家
持
の
歌
に
は
「
堀
江
漕
ぐ
伊
豆
手
の
舟
の
梶
つ
く
め
音
し
ば
立
ち
ぬ
水
脈
速
み
か

も
（
四
四
六
〇
）」「
堀
江
よ
り
水
脈
泝
る
梶
の
音
の
間
な
く
そ
奈
良
は
恋
し
か
り
け
る
（
四
四
六
一
）」「
舟
競
ふ
堀
江
の
川
の
水
際
に
来
居
つ
つ
鳴
く
は
都
鳥

か
も
（
四
四
六
二
）」
な
ど
難
波
の
景
観
を
伝
え
、
難
波
津
に
多
く
の
舟
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
情
景
が
想
像
で
き
る
。
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以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
各
地
域
か
ら
物
が
集
ま
る
難
波
津
は
、
国
家
的
な
港
湾
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
港
湾
な
ど
交
通
の
要
衝
に
は
、
古
代
か
ら
神
の
存
在
が
観
念
さ
れ
た
。

　

古
代
の
人
々
は
、
交
通
に
適
し
た
地
形
や
自
然
環
境
に
神
を
見
出
し
、
そ
こ
で
神
を
祀
る
「
坐
す
神
」
と
い
う
神
観
を
持
っ
て
い
た15

。
笹
生
衛
氏
は
代
表
的

な
も
の
と
し
て
上
町
台
地
の
南
部
に
位
置
す
る
住
吉
神
社
（
現
在
の
住
吉
大
社
）
を
挙
げ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条
、
祭
神
の
住

吉
三
神
の
託
宣
で
は
「
亦
表
筒
男
・
中
筒
男
・
底
筒
男
三
神
誨
之
曰
、
吾
和
魂
宣
レ
居
二
大
津
渟
中
倉
之
長
峡
一
。
便
因
レ
看
二
往
来
船
一
。」
と
あ
る
。「
大
津
渟

中
倉
之
長
峡
」
は
住
吉
神
社
が
位
置
す
る
場
所
を
指
し
、
そ
こ
に
居
れ
ば
往
来
す
る
船
を
見
守
る
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
舟
運
は
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
重
要

な
交
通
手
段
で
あ
り
、
港
湾
に
適
し
、
水
陸
交
通
の
結
節
点
と
な
る
場
所
に
船
を
見
守
る
港
の
神
を
感
じ
、
港
湾
と
舟
運
を
見
守
る
神
を
祀
っ
た
と
い
う16

。

　

難
波
津
も
京
と
西
国
諸
国
、
南
海
道
な
ど
と
の
物
流
を
結
ぶ
地
点
で
あ
り
、
国
家
的
な
港
湾
と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
難
波
津
の
交
通
の
要
衝
と
い

う
環
境
に
も
、
同
じ
よ
う
に
人
々
が
往
来
す
る
船
の
安
全
を
神
に
期
待
し
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
難
波
津
の
近
く
に
港
湾
を
見
守
る
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

古
代
、
上
町
台
地
西
裙
の
ラ
イ
ン
に
は
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
か
ら
複
数
の
祭
祀
遺
物
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
範
囲
に
該
当
す
る
現

在
の
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
に
あ
た
る
場
所
は
、
港
湾
施
設
が
存
在
し
た
と
予
測
さ
れ
て
い
る17

地
点
の
近
く
で
も
あ
り
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
平
安
初
期
ま
で

の
須
恵
器
や
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
土
師
器
に
は
墨
書
土
器
や
人
面
墨
書
土
器
が
含
ま
れ
て
お
り
、
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る18

。
ま
た
、
同

じ
ラ
グ
ー
ン
の
水
域
内
、
道
修
町
か
ら
二
キ
ロ
ほ
ど
南
下
し
た
場
所
に
あ
る
住
友
銅
吹
所
跡
か
ら
も
、
七
世
紀
の
舟
形
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り19

、
航
海
の
安

全
を
祈
る
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る20

。
付
近
か
ら
神
社
遺
構
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
ラ
グ
ー
ン
周
辺
に
港
湾
施
設
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
と
合
せ
て
考
え
た
場
合
、
難
波
で
も
港
湾
に
坐
す
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

次
の
三
章
で
も
触
れ
る
が
、
類
似
し
た
景
観
を
持
つ
例
と
し
て
、
滋
賀
県
の
塩
津
港
遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
地
で
は
古
代
か
ら
続
く
港
湾
施
設
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
近
く
に
は
港
湾
の
神
を
祀
る
塩
津
神
社
の
遺
構
が
存
在
す
る21

。
塩
津
は
京
と
東
北
諸
国
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
港
湾
施

設
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
景
観
は
難
波
と
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
、
塩
津
港
の
近
く
に
神
社
が
存
在
し
た

点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
王
子
社
の
淵
源
が
古
代
か
ら
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
、
窪
津
王
子
の
淵
源
に
は
港
湾
に
坐
す
神
の
よ
う
な
港

湾
を
見
守
る
神
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
港
湾
に
座
す
神
が
、
熊
野
信
仰
と
い
う
中
世
的
な
信
仰
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

熊
野
の
御
子
神
が
勧
請
さ
れ
る
な
ど
し
た
結
果
、
窪
津
王
子
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
た
い
。

　

し
か
し
、
問
題
点
と
し
て
難
波
津
の
近
く
に
は
先
に
挙
げ
た
住
吉
神
社
も
あ
り
、
な
ぜ
窪
津
王
子
は
上
町
台
地
西
北
端
部
に
位
置
し
た
の
か
、
さ
ら
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
環
境
変
化
と
熊
野
参
詣
路
・
窪
津
王
子
の
成
立

　

本
章
で
は
、
二
章
の
内
容
を
踏
ま
え
て
難
波
の
環
境
変
化
を
中
心
に
、
窪
津
王
子
が
史
料
上
に
現
れ
る
ま
で
の
過
程
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

窪
津
王
子
が
は
じ
め
て
史
料
に
現
れ
る
十
二
世
紀
を
含
め
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
頃
は
気
候
変
動
に
よ
り
、
地
形
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
時
代

で
も
あ
っ
た22

。
古
代
で
は
船
を
降
り
ず
に
淀
川
か
ら
大
阪
湾
へ
と
通
行
可
能
で
あ
っ
た
難
波
の
位
置
す
る
淀
川
河
口
部
で
、繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
な
ど
に
よ
り
、

土
砂
が
河
口
部
に
流
出
し
陸
化
が
進
む
こ
と
は
難
波
の
交
通
体
系
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
環
境
変
化
は
窪
津
王
子
が
難
波
に
立
地
す
る
理

由
と
も
重
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
熊
野
信
仰
が
隆
盛
し
た
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
末
法
思
想
の
広
が
る
背
景
に
も
環
境
変
化
が
指
摘
さ
れ23

、

神
社
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

最
初
に
古
代
、
大
阪
湾
と
淀
川
の
間
を
通
過
し
、
そ
の
ま
ま
遡
上
で
き
た
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
年
に
確
認
で
き
、
当
時
の
淀
川
交
通
の

景
観
を
伝
え
る
も
の
で
も
あ
る24

。

　
　

�

時
皇
后
到
二
難
波
済
一
、
聞
三
天
皇
合
二
八
田
皇
女
一
、
而
大
恨
之
、
則
其
所
採
御
綱
葉
投
二
於
海
一
、
而
不
二
著
岸
一
、
故
時
人
号
二
散
レ
葉
之
海
一
、
曰
二
葉
済

一
也
、
爰
天
皇
不
レ
知
三
皇
后
忿
不
二
著
岸
一
、
親
幸
二
大
津
一
、
待
二
皇
后
之
船
一
。

　
　
（
中
略
）
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時
、
皇
后
不
レ
泊
二
于
大
津
一
、
更
引
之
遡
江
、
自
二
山
背
一
廻
而
向
レ
倭
、

　
　
（
中
略
）

　
　

皇
后
不
レ
還
猶
行
之
、
至
二
山
背
河
一
而
歌
曰
、

　

船
で
戻
る
途
中
、
難
波
済
で
仁
徳
天
皇
が
八
田
皇
女
を
召
し
入
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
磐
之
媛
は
、
こ
れ
を
大
い
に
恨
ん
で
着
岸
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
淀
川
を
遡

上
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
後
詠
ま
れ
た
歌
が
「
つ
ぎ
ね
ふ　

山
背
河
を　

宮
遡
り　

我
が
遡
れ
ば　

青
丹
よ
し　

那
羅
を
過
ぎ　

小
楯　

倭
を
過
ぎ　

我

が
見
が
欲
し
国
は　

葛
城
高
宮
我
家
の
あ
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
磐
之
媛
は
川
を
遡
上
し
て
最
終
的
に
葛
城
ま
で
戻
っ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
伝

承
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
、
大
化
前
代
の
難
波
で
は
船
を
降
り
る
こ
と
な
く
外
海
か
ら
河
川
を
遡
上
し
て
交
通
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
気
候
変
動
の
激
し
く
な
る
九
世
紀
末
頃
の
間
に
は
、
別
の
要
因
で
土
砂
堆
積
が
目
立
つ
時
期
が
あ
っ
た
。
ま
ず
七
世
紀
に
な
る
と
、
日
本
で
は
都

城
や
大
寺
院
な
ど
の
建
築
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
伴
い
淀
川
上
流
域
や
支
流
域
で
建
築
木
材
と
し
て
大
量
の
伐
採
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
同
時
に
大
量
の
瓦
や

土
器
生
産
の
た
め
に
粘
土
も
採
掘
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
周
辺
環
境
が
一
変
し
た
と
い
う25

。

　

こ
の
よ
う
な
大
量
の
森
林
伐
採
、
粘
土
採
掘
は
森
林
の
地
盤
が
弱
く
な
る
要
因
と
な
り
、
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
る
。
結
果
と
し
て
、

淀
川
や
大
和
川
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
む
こ
と
と
な
り
、
難
波
津
を
埋
め
て
浅
瀬
と
な
っ
て
し
ま
う
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

こ
の
後
の
十
世
紀
で
は
乾
燥
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
全
国
的
に
旱
魃
が
長
期
間
続
く
中
、
突
発
的
な
洪
水
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る26

。
難
波
で
も
延
喜
十
四
年
（
九
一
四27

）、
延
喜
十
八
年
（
九
一
八28

）、
延
長
七
年
（
九
二
九29

）、
永
祚
元
年
（
九
八
九30

）
に
そ
れ
ぞ
れ

洪
水
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
、
洪
水
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
が
十
世
紀
を
通
し
て
続
い
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
大
き

く
受
け
、
河
口
部
の
陸
化
も
徐
々
に
進
ん
で
い
く
。

　

十
世
紀
に
景
観
が
変
化
し
た
実
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
延
喜
式
』
雑
式
の
「
難
波
津
条
」
で
あ
る
。

難
波
津
条
の
内
容
は
「
凡
難
波
津
頭
海
中
立
二
澪
標
一
、
若
有
二
旧
標
朽
折
一
者
、
捜
求
抜
去
、」
と
あ
り
、
難
波
津
に
澪
標
を
立
て
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら

に
澪
標
が
古
く
な
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
を
抜
き
去
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
澪
標
と
は
水
路
に
お
い
て
他
の
場
所
よ
り
水
深
が
深
い
地
点
と
の
間
に
設
置
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さ
れ
た
も
の
で
、
航
行
の
目
安
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
難
波
の
海
が
航
路
の
指
標
が
必
要
と
さ
れ
る
ほ
ど
浅
瀬
に
な
り
、
船
が
座
礁
す

る
危
険
性
が
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
式
「
新
羅
客
条
」
に
お
い
て
も
、
蕃
客
が
難
波
に
船
で
訪
れ
た
際
は
、
摂
津
国
の
人
が
船
を
迎
え
、
水
脈
を
先
導
し
た
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
水
路
の
難
所
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
澪
標
を
目
印
と
し
て
淀
川
河
口
部
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
時
期
の
文
学
作
品
か
ら
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『
土
佐
日
記
』
で
は
、
承
平

五
年
（
九
三
五
）
に
紀
貫
之
が
土
佐
国
か
ら
の
帰
路
を
船
で
辿
っ
て
い
る
道
中
の
景
観
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　

六
日
、
澪
標
の
も
と
よ
り
い
で
ゝ
、
難
波
に
つ
き
て
、
川
尻
に
は
い
る
。
皆
人
々
、
媼
、
翁
、
額
に
て
を
あ
て
ゝ
喜
ぶ
こ
と
二
つ
な
し
。

　

先
学
に
お
い
て
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
六
日
条
に
み
え
る
「
川
尻
」
と
は
、
航
路
か
ら
考
え
た
場
合
、
三
国
川
の
河
口
部
で
は
な
く
、
淀
川

河
口
部
を
指
す31

と
考
え
ら
れ
、
前
日
に
住
吉
を
船
で
通
過
し
た
紀
貫
之
は
澪
標
を
た
ど
り
つ
つ
難
波
に
到
着
し
て
い
る
。

　
『
土
佐
日
記
』
で
は
さ
ら
に
翌
日
の
七
日
条
で
、「
今
日
、
河
尻
に
船
入
り
立
ち
て
、
漕
ぎ
上
る
に
、
川
の
水
乾
て
、
悩
み
患
う
。
船
の
上
る
こ
と
、
い
と
難

し
」
と
あ
り
、
淀
川
の
水
位
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
十
世
紀
に
お
け
る
乾
燥
傾
向
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
澪
標
巻
や
『
栄
花
物
語
』
で
の
上
東
門
院
藤
原
彰
子
も
住
吉
参
詣
の
際
、
船
に
乗
っ
た
ま
ま
直
接
住
吉
社
に
参
詣
し
て
お
り32

、
こ
れ
ら
は

文
学
作
品
で
は
あ
る
が
、
当
時
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
情
景
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
淀
川
を
利
用
し
た
参
詣
の
通
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

十
世
紀
頃
に
お
け
る
難
波
津
は
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
澪
標
な
ど
手
引
き
が
必
要
と
な
り
、
舟
運
が
難
し
く
な
る
時
期
で
は
あ
る
が
、
京
か
ら
船
で
そ
の
ま

ま
直
接
大
阪
湾
に
出
て
通
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
く
十
一
世
紀
は
、
十
世
紀
と
比
べ
乾
燥
傾
向
は
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
九
世
紀
末
か
ら
続
い
た
気
候
変
動
に
よ
り
、
難
波
の
景
観
は
古
代
と
全
く
異
な
る

も
の
へ
と
変
化
す
る
。

　

同
時
期
に
は
淀
川
流
域
全
体
で
川
の
水
位
が
下
が
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
、
淀
川
河
口
部
以
外
に
上
流
部
に
あ
た
る
淀
川
水
系
の
鴨
川
で
も
、
十
世
紀
か
ら
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十
一
世
紀
に
か
け
て
河
床
面
の
低
下
進
行
が
み
ら
れ
た
ほ
か33

、
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
に
は
旱
魃
に
よ
り
難
波
を
含
め
、
山
崎
、
宇
治
川
な
ど
を
徒
歩
で
渡

る
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
川
の
水
が
少
な
く
な
っ
た
様
子
が
『
日
本
紀
略
』
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
の
旱
魃
は
お
よ
そ
半
年
間
に
わ
た
り
旱
魃
が
続
い
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
る34

。

　
　

従
二
去
二
月
一
至
二
今
月
一
大
旱
。
山
崎
・
摂
津
大
江
渡
・
宇
治
川
等
、
歩
行
往
還
。

　

一
方
、
長
元
五
年
に
半
年
以
上
続
い
た
旱
魃
の
二
年
後
で
あ
る
長
元
七
年
八
月
に
は
洪
水
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
記
事
が
み
え35

、
九
世
紀
末
以
降
の
気
候
変

動
が
継
続
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

参
詣
で
は
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
に
藤
原
頼
通
が
高
野
山
参
詣
を
行
っ
て
お
り
、
淀
川
を
下
る
際
、
河
川
の
水
量
が
乏
し
く
、
参
詣
の
前
準
備
と
し
て

水
の
流
れ
を
元
に
戻
す
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
様
子
が
見
え
る36

。

　
　

�

画
折
敷
幷

別
高
坏
等

不
レ
経
二
幾
程
一
令
給
、
河
水
甚
浅
、
往
還
停
滞
之
由
、
依
レ
有
二
其
聞
一
、
兼
遣
二
大
蔵
録
重
高
一
、
召
二
便
宜
人
夫
一
、
令
レ
掘
二
浅
瀬
一
、
尋
レ
流
令
レ
立

レ
標
。
就
中
、
乳
牛
牧
前
、
水
絶
瀬
改
、
弥
有
二
往
還
之
煩
一
。
而
江
口
瀬
間
、
以
レ
葦
拵
レ
垣
、
積
レ
柴
作
レ
堰
、
河
流
決
移
、
已
如
二
旧
跡
一
。

　

頼
通
の
高
野
山
参
詣
で
は
主
な
交
通
手
段
と
し
て
船
が
各
所
で
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
徐
々
に
渡
辺
で
船
を
降
り
る
記
述
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
、

同
地
で
の
交
通
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

当
時
の
環
境
変
化
は
上
町
台
地
周
辺
で
行
わ
れ
た
柱
状
対
比
図37

か
ら
も
推
測
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
上
町
台
地
西
側
の
砂
州
で
行
わ
れ
た
調
査
で
あ
り
、
⑥
の

水
域
部
分
に
あ
た
る
道
修
入
江
（O

J92-1

）
で
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
自
然
堆
積
層
が
厚
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
土
砂
の
堆
積
が
進
ん
だ
こ
と
が
分
か

る
ほ
か
、
⑦
の
砂
州
Ａ
部
（O

S11-16

）
で
は
古
代
か
ら
中
世
の
層
に
氾
濫
堆
積
層
が
重
な
っ
て
お
り
、
洪
水
が
繰
り
返
さ
れ
、
土
砂
が
堆
積
し
た
様
子
が
確

認
で
き
る
（
図
２
・
３
）。

21-12-182　003-髙橋あかね氏.indd   6021-12-182　003-髙橋あかね氏.indd   60 2022/01/31   10:31:262022/01/31   10:31:26



61

　

社
寺
参
詣
が
多
く
お
こ
な
わ
れ
る
十
二
世
紀
に
は
い
る
と
、
参
詣
で
は
船
を
使
用
し
て
河
川
か
ら
大
阪
湾
へ
出
る
こ
と
は
ほ
ぼ
見
え
な
く
な
り
、
変
わ
っ
て

渡
辺
が
水
陸
交
通
の
結
節
点
と
し
て
多
く
の
参
詣
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
表
１
）。

　

白
河
上
皇
の
第
四
王
子
で
あ
る
覚
法
法
親
王
と
、
第
五
王
子
で
あ
る
覚
性
入
道
親
王
が
お
こ
な
っ
た
高
野
山
参
籠
の
様
子
を
記
す
『
御
室
御
所
高
野
山
御
参

（図２、柱状対比図）註37文献から抜粋して転載

（図３、柱状位置図）
註37文献を参考にカシミール3Dで作成
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（表１）社寺参詣記に見える難波付近の地名
年 元号 月日 参詣者 経路 目的地 主な資料

1023 治安３年 10月28日 藤原道長 ※帰路、四天王寺→（国府大渡下→田蓑嶋→江口→山崎岸辺）→
関外院 高野山 扶桑略記

1035 長元８年 ５月 京→（淀津→夫山前）→石清水→（山崎橋→江口→熊河岸）→住
吉社：住吉社→（大渡→鳥飼御牧→鴨河尻） 住吉

長元八年五月
十六日関白左
大臣頼通歌合

1048 永承３年 10月 藤原頼通 （淀渡→山崎南岸→乳牛牧前→江口→長柄橋下→熊河→住吉浜）：
天王寺→熊川御宿→（淀→鳥飼御牧→江口→山崎→淀） 高野山 宇治関白高野

山御参詣記
1081 承暦５年 ３月 藤原師実 （淀津→大渡）→住吉南浜：住吉南浜→（江口→山崎）→三条家 住吉南浜 帥記
1081 永保元年 ９月 藤原為房 桂川→（今山崎→三嶋江→大渡）→天王寺→住吉社 熊野 為房卿記

1084 応徳元年 ９月 藤原師通 大渡→住吉→天王寺→浜路→大渡 四天王寺・
住吉 後二条師通記

1090 寛治４年 ８月 藤原師通 朱雀門大路礼橋下→羅城門→（鴨河尻→八幡→）：淀→鴨河精進所 金峯山寺 後二条師通記

1109 天仁２年 11月 藤原宗忠 ※帰路、住吉社→浜路→天王寺西海辺→（窪津→大羽→楠葉御牧
＞→大舎人頭鳥羽宅 熊野 中右記

1143 康治２年 ８月
藤原忠実
夫 妻、 頼
長

（→窪津 ) →御西大門→天王寺：西門→（窪津→鳥飼） 四天王寺 台記

1146 久安２年 ８月、９
月

鳥羽法皇、
藤原頼長

鳥羽→（南川原→窪津）→天王寺西門鳥居：西鳥居→（窪津→山崎）
→桂殿（→鳥羽南津） 四天王寺 台記

1147 久安３年 ５月 仁和寺覚
法法親王

※帰路、木寺房→（梅津→鴨河尻→窪津）→（住吉前浜→日根湊）：
（日根湊→住吉前浜）→（大渡→江口→真手→山崎辺）→仁和寺木
寺南房

高野山 御室御所高野
山御参籠日記

1147 久安３年 ９月 鳥羽法皇 （鳥羽西→柱本辺→宮柱津）→天王寺：天王寺（→鳥羽北殿） 四天王寺 台記

1148 久安４年 ４月 覚法法親
王

（桂河五条之末→鴨河尻→住吉之浜→日根之湊→）新家庄：粉河宿
→塡崎→新家庄→（日根湊→窪津→山崎）→仁和寺 高野山 御室御所高野

山御参籠日記

1148 久安４年 ４月 藤原頼長、
藤原忠実 （→大渡）→西門→天王寺：浜路→（大渡→三嶋江→） 四天王寺 台記

1148 久安４年 閏６月 覚法法親
王

仁和寺→（五条桂河→窪津）→松原庄：新家庄→（日根湊→住吉辺）
→（大渡・渡辺→山崎） 高野山 御室御所高野

山御参籠日記
1148 久安４年 ９月 鳥羽法皇 鳥羽→（鴨河尻→柱本辺→大渡）→天王寺 四天王寺 台記

1149 久安５年 ４月 覚法法親
王

木寺房→（五条末→高畠→窪津）→天王寺→（住吉前→大津湊）
→新家宿：新家庄→（日根津→堺）→（渡辺→山崎） 高野山 御室御所高野

山御参籠日記

1150 久安６年 ６月 覚法法親
王

仁和寺→（梅津→）天王寺→（住吉前津→新家庄）：新家宿→（日
根津→住吉辺）→天王寺→（窪津→山崎）→仁和寺 高野山 御室御所高野

山御参籠日記

1150 久安６年 ９月 鳥羽法皇・
美福門院 京（→大渡）→天王寺：天王寺→（大渡→富嶋→）宇治 四天王寺 台記

1151 仁平元年 ３月 藤原頼長 （鳥羽南津→大渡）→浜路→住吉：住吉前→（大渡→今津辺） 住吉 台記

1152 仁平２年 ９月
鳥羽法皇、
高 陽 院、
美福門院

（鴨河尻→大渡）→天王寺：天王寺→（大渡→山崎）：（鴨河尻→）
天王寺：天王寺→（大渡→富嶋→鴨河尻） 四天王寺 台記補遺

1157 保元３年 ９月 中山忠親 （草津→窪津）→天王寺西門→江口 高野山 山槐記
1174 承安４年 ９月 吉田経房 （鳥羽南楼→渡辺王子）→天王寺 熊野 吉記
1180 治承４年 ８月 藤原定長 <神崎渡→窪津>→天王寺→多武峯 多武峯 山槐記
1187 文治３年 ７月 九条兼実 宇治<→窪津）→天王寺：天王寺→（渡辺→淀渡）→冷泉亭 四天王寺 玉葉

1188 文治５年 ５月 後白河法
皇 （草津→窪津）→天王寺 四天王寺 玉葉

1195 建久６年 ３月 源頼朝 洛中→（鳥羽→渡部）→天王寺 四天王寺 吾妻鏡

1201 建仁元年 10月
後 鳥 羽上
皇、 藤 原
定家

（鳥羽南門→木津殿→窪津）→窪津王子→坂口王子→コウト王子→
天王寺→：住吉→天王寺→ナガラ宿（→鳥羽） 熊野 明月記

1210 承元４年 ４月 修明門院 美豆浜→石清水（→渡部→）大渡王子→坂口王子→郡戸王子→天
王寺：（渡部→江口→水無瀬殿→） 熊野 修明門院熊野

御幸記

1210 承元４年 ５月 四辻頼資 （東川→渡部）→天王寺 熊野 頼資卿熊野詣
記

1216 建保４年 ３月 四辻頼資 （草津→木津殿→八幡→＞天王寺 熊野 頼資卿熊野詣
記

1217 建保５年 ６月 四辻頼資 柱下→（渡部→） 熊野 頼資卿熊野詣
記

1217 建保５年 ９月
後鳥羽上
皇、 修 明
門院

（木津殿→窪津）→窪津王子→天王寺→住吉社→：長柄御所（→水
無瀬殿→） 熊野

後鳥羽院・修
明門院熊野御
幸記

【凡例】（）は水運使用範囲、<>は水運使用が想定される範囲、：は往路と復路の境、下線は渡辺を示す。
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籠
日
記
』
に
は
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
参
詣
の
様
子
が
記
録
さ
れ
、
道
中
の
経
路
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
回
の
参
詣
で
、
桂
川
か
ら
窪
津
間
で
水
路
を
取
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
経
路
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
例
外
と
し
て
久
安
四
年
に
行
わ
れ

た
参
詣
の
帰
路
で
は
大
阪
湾
か
ら
船
に
乗
っ
た
ま
ま
窪
津
を
通
過
し
て
い
る38

。

　
　

�

卅
日
丁
巳
、
立
二
粉
河
宿
一
、
於
二
塡
崎
一
、
下
レ
船
乗
レ
輿
。
申
刻
着
二
新
家
庄
宿
一
。

　
　

�

五
月
一
日
戊
午
、
立
二
新
家
庄
宿
一
、
於
二
日
根
湊
一
乗
レ
船
。
乘
燭
之
程
、
到
二
着
窪
津
一
。
今
日
依
レ
無
二
風
波
之
難
一
、
廻
二
熊
河
尻
一
着
二
窪
津
一
了
。
両

相
公
等
迎
来
。

　

こ
の
と
き
船
に
乗
っ
た
ま
ま
渡
辺
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
が
「
今
日
依
レ
無
二
風
波
之
難
一
」
で
あ
っ
た
た
め
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
普

段
は
大
阪
湾
か
ら
渡
辺
ま
で
船
で
入
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
発
掘
調
査
な
ど
を
基
に
作
成
さ
れ
た
古
地
理
復
元
図39

で
も
上
町
台
地
西

北
端
部
の
陸
化
が
進
み
海
岸
線
が
遠
く
な
っ
た
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
当
時
の
景
観
と
一
致
す
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
七
世
紀
、
八
世
紀
の
森
林
伐
採
に
よ
る
森
林
の
保
水
力
の
低
下
、
九
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
気
候
変
動
に
よ
る
環
境
変
化
と
い
う
長

期
間
に
わ
た
る
大
量
の
土
砂
堆
積
に
よ
り
、淀
川
河
口
部
の
地
形
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
し
て
、古
代
、淀
川
と
大
阪
湾
を
つ
な
ぐ
水
運
の
通
過
地
点
で
あ
っ

た
難
波
は
、
港
湾
施
設
と
い
う
性
格
を
保
ち
つ
つ
も
窪
津
王
子
の
初
出
で
あ
る
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
ま
で
に
、
水
路
と
陸
路
を
つ
な
ぐ
交
通
の
結
節
点
と

し
て
景
観
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
主
に
十
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
の
環
境
変
化
を
見
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
①
九
世
紀
頃
ま
で
：
大
阪
湾
―
淀
川
間
の
通
行
可
能
で
あ
っ
た
時
期
、

②
十
世
紀
・
十
一
世
紀
：
土
砂
堆
積
に
よ
る
浅
瀬
化
が
進
み
つ
つ
も
交
通
可
能
で
あ
っ
た
時
期
、
③
十
二
世
紀
以
降
：
浅
瀬
が
陸
化
し
、
下
船
地
点
と
し
て
水

陸
交
通
の
結
節
点
と
な
る
時
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
王
子
社
は
③
の
時
期
に
該
当
す
る
。

　

詳
し
い
検
討
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
熊
野
参
詣
路
は
、
こ
の
淀
川
河
口
部
が
陸
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
言
え
、
同
じ
く
窪
津
王
子
が
こ
の
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場
に
立
地
し
た
こ
と
も
同
じ
理
由
に
求
め
ら
れ
る
。
窪
津
王
子
の
淵
源
が
港

湾
に
坐
す
神
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
王
子
社
が
上
町
台
地
北
端
部
周
辺

に
鎮
座
し
た
背
景
に
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
古
代
か
ら
中
世
の
難
波
と
い

う
場
の
歴
史
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、
窪
津
王
子
の
詳
し
い
所
在
地
に
つ
い

て
考
察
を
し
て
み
た
い
。

　

窪
津
王
子
は
現
在
、
そ
の
旧
社
地
と
し
て
上
町
台
地
上
に
あ
る
坐
摩
神
社

行
宮
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
が
推
定
さ
れ
た
理
由
に
は

近
世
の
船
着
場
で
あ
る
八
軒
屋
が
中
世
の
渡
辺
と
同
じ
場
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
本
稿
で
も
示
し
た
よ
う
に
近
年
渡
辺
の
位
置

が
台
地
西
側
の
砂
州
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
窪
津
王
子

の
所
在
地
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。

　

窪
津
王
子
の
立
地
を
検
討
す
る
際
、
重
要
に
な
る
の
が
同
じ
く
坐
摩
神
社

行
宮
が
旧
地
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い
る
渡
部
別
所
で
あ
る
。

　

渡
部
別
所
と
は
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
再
建
に
際
し
、
重
源
が
東
大
寺
造
営

勧
進
を
進
め
る
た
め
に
設
け
た
建
物
で
あ
り
、
重
源
の
宗
教
的
・
経
済
的
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る40

。

　

渡
部
別
所
で
は
迎
講
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
史
料
上
に
お
い
て
確
認
で

き
、建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
迎
講
で
は
後
鳥
羽
上
皇
も
御
幸
し
て
お
り
、

か
な
り
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
そ

（図４　古代・中世後期の古地理図）註34文献の図版に加筆して作成
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の
際
に
八
條
女
院
が
施
入
し
た
頭
成
庄
の
対
象
で
あ
る41

。

　
　

渡
辺
頭
成
庄
、
自
二
八
條
女
院
一
、
自
二
建
仁
元
年
一
被
レ
施
二
入
渡
部
浄
土
堂
一
念
佛
衆
時
料
并
佛
性
燈
油
料
并
王
子
御
供
料
等
了
、

　

こ
こ
で
「
念
佛
衆
時
料
」、「
佛
性
燈
油
料
」
に
並
ん
で
「
王
子
社
御
供
料
」
が
出
て
く
る
。
こ
の
王
子
は
渡
部
と
い
う
地
名
が
み
え
る
事
か
ら
も
窪
津
王
子

を
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
窪
津
王
子
の
管
理
に
渡
部
別
所
が
関
わ
っ
て
い
た42

こ
と
が
分
か
る
。
管
理
を
す
る
に
あ
た
り
、
両
者
の
距
離
が
大
き
く
離

れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
渡
部
別
所
の
所
在
地
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窪
津
王
子
の
所
在
地
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
言
え
る
。

　

ま
ず
、
十
二
世
紀
当
時
の
渡
部
別
所
の
様
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
る43

。

　
　

渡
部
別
所
并
木
屋
敷
地
副
各
券
文

　
　
　

浄
土
堂
一
宇
方
三
間
瓦
葺

　
　
　

安
置
丈
六
皆
金
色
阿
彌
陀
三
尊
像

　
　
　

佛
舎
利

　
　
　

鐘
假
屋
少
々

　
　
　

二
階
九
間
二
面
倉
一
宇

　
　
　

湯
屋
二
于
内
一
于
無
差
大
湯
屋
在
大
釜

一
于
別
所
小
湯
屋
在
湯
船

　　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
渡
部
別
所
が
「
木
屋
敷
地
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
二
階
九
間
二
面
倉
一
宇
」
と
見
え
る
よ
う
に
二
階
建
て

の
大
き
な
倉
庫
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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重
源
が
建
て
た
各
地
の
別
所
の
中
で
も
、
類
似
し

た
「
木
屋
敷
地
」
が
あ
る
の
は
渡
部
別
所
と
東
大
寺

近
く
の
東
大
寺
鐘
樓
岡
浄
土
堂
の
「
木
津
木
屋
敷
」

で
あ
り
、
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
た
め
の
木
材
を
置

く
た
め
の
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る44

。

　

こ
の
木
材
は
、
周
防
国
か
ら
調
達
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
切
り
出
し
た
木
材
は
瀬
戸
内
海
を
通
じ
て
難

波
ま
で
運
ば
れ
て
い
る45

。

　
　

�

四
月
壬
辰
。
佐
々
木
左
衛
門
尉
参
入
。
則
召
二

北
面
広
庇
一
。
有
二
御
対
面
一
。
東
大
寺
仏
殿
柱

已
下
材
木
。周
防
国
杣
出
。殊
致
二
精
誠
一
之
由
。

所
二
聞
食
及
一
也
。
汝
匪
レ
竭
二
軍
忠
一
。
已
赴
二

善
因
一
。
尤
神
妙
之
旨
被
レ
仰
。
高
綱
申
云
。

重
源
上
人
頻
被
二
相
催
一
。
仍
去
月
十
八
日
。

御
柱
十
五
本
沙
二
汰
付
河
尻
一
訖
。
此
外
十
五

本
。
早
可
レ
出
レ
杣
之
由
。
示
二
付
代
官
一
云
々
。

　

難
波
ま
で
運
ば
れ
た
木
材
は
、
河
川
を
通
じ
て
先
に
挙
げ
た
木
津
の
木
屋
敷
地
ま
で
運
ば
れ
、
東
大
寺
に
届
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
一
時
的
に
木
材
は
難
波

に
置
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
木
材
が
置
か
れ
た
場
所
が
渡
部
別
所
で
あ
っ
た46

。

（図５　渡辺周辺図）

21-12-182　003-髙橋あかね氏.indd   6621-12-182　003-髙橋あかね氏.indd   66 2022/01/31   10:31:272022/01/31   10:31:27



67

　

渡
部
別
所
が
こ
の
よ
う
に
木
材
の
中
継
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
渡
部
別
所
は
高
低
差
の
あ
る
上
町
台
地
上
よ
り
も
、
利
便
性
の

高
い
港
湾
施
設
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
時
的
に
保
管
さ
れ
た
後
に
川
を
遡
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
大
仏
殿
再
建
に
使
用
さ
れ
る
木
材
は
大
き
な

も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
河
川
に
近
い
台
地
下
に
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
渡
辺
の
港
湾
施
設
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大
坂
魚
市
場
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、「
東
大
寺
大
仏
殿
」
と
書
か
れ
た
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
お
り47

、
同
地
周

辺
に
東
大
寺
再
建
に
尽
力
し
た
重
源
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
建
物
が
あ
っ
た
可
能
性
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る48

。

　

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
検
討
し
た
場
合
、
渡
部
別
所
は
上
町
台
地
下
の
港
湾
施
設
で
あ
る
渡
辺
に
位
置
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
同
時
に
窪
津
王
子
も
こ
の
付

近
に
立
地
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

港
湾
施
設
と
神
社
の
立
地
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
ふ
れ
た
現
在
の
琵
琶
湖
北
端
部
に
位
置
す
る
塩
津
が
参
考
と
な
る
。

　

塩
津
港
も
京
と
北
陸
地
方
か
ら
東
北
地
方
を
結
ぶ
重
要
な
港
湾
で
あ
り
、古
代
以
来
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
そ
の
脇
に
塩
津
神
社
が
存
在
し
、こ
の
ル
ー

ト
上
に
位
置
す
る
気
比
神
社
・
気
多
神
社
と
同
じ
よ
う
に
港
湾
の
神
を
祀
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る49

。
塩
津
神
社
が
位
置
す
る
場
所
も
古
代
・

中
世
移
行
期
に
大
き
な
環
境
変
化
が
あ
り
、
九
世
紀
後
半
に
一
度
水
没
す
る
も
の
の
、
十
一
世
紀
後
半
に
再
度
再
建
さ
れ
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
に

か
け
て
港
湾
に
隣
接
す
る
祭
祀
の
場
と
し
て
継
続
し
て
機
能
し
た
。
水
没
す
る
以
前
も
あ
わ
せ
て
そ
の
性
格
は
八
世
紀
代
ま
で
遡
る
と
さ
れ
、
港
湾
に
と
っ
て

重
要
な
祭
祀
の
場
と
し
て
の
性
格
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る50

。

　

塩
津
神
社
と
窪
津
王
子
に
は
共
通
す
る
点
が
多
く
、
窪
津
王
子
の
淵
源
が
港
湾
に
坐
す
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
塩
津
神

社
と
同
じ
よ
う
に
港
湾
施
設
に
隣
接
す
る
場
に
王
子
社
も
立
地
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
窪
津
王
子
の
所
在
地
と
し
て
、
現
在
の
上
町
台
地
上
の
坐
摩
神
社
行
宮
で
は
な
く
、
台
地
下
に
広
が
る
渡
辺
の
中

で
も
港
湾
施
設
に
隣
接
す
る
場
に
位
置
し
た
と
し
た
い
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
窪
津
王
子
の
淵
源
と
、
王
子
社
が
立
地
す
る
ま
で
の
過
程
を
考
察
し
た
。

　

結
論
と
し
て
本
稿
で
は
①
窪
津
王
子
の
淵
源
に
は
、
古
代
の
難
波
津
や
中
世
の
渡
辺
津
と
い
う
連
続
性
を
持
つ
港
を
見
守
る
港
湾
に
坐
す
神
の
よ
う
な
存
在

が
想
定
可
能
で
あ
る
こ
と
、
②
窪
津
王
子
が
立
地
し
た
背
景
に
は
環
境
変
化
の
影
響
が
あ
る
こ
と
、
③
窪
津
王
子
の
位
置
は
台
地
下
に
あ
た
る
港
湾
施
設
に
隣

接
す
る
場
所
に
存
在
し
た
可
能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、
窪
津
王
子
の
成
立
背
景
に
は
難
波
に
お
け
る
気
候
変
動
に
よ
る
環
境
変
化
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
、
ま
た
淵
源
に
古
代
か
ら
連
続
す
る

面
を
持
ち
つ
つ
、
熊
野
信
仰
と
い
う
中
世
的
な
信
仰
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
神
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で

の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
変
化
に
古
代
・
中
世
移
行
期
の
気
候
変
動
が
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
難
波
と
住
吉
社
の
関
係
も
環
境
変
化
に
よ
る
変
化
を
論
じ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
土
砂
堆
積
は
難
波
よ
り
以

前
に
古
代
の
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
住
吉
の
景
観
も
変
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
港
湾
機
能
も
低
下
し
て
い
く
。
今
回
論
じ
た
難
波
は
、
住
吉
の
港
湾
機
能

が
低
下
す
る
時
期
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
港
湾
施
設
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
住
吉
か
ら
そ
の
機
能
が
分
化
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
両
者
の
比

較
を
含
め
今
後
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
上
町
台
地
全
体
か
ら
古
代
・
中
世
の
環
境
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。　

注

１　

�

難
波
は
渡
部
や
窪
津
な
ど
様
々
な
名
称
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、同
じ
場
所
を
指
す
と
考
え
て
良
い
。
王
子
社
も
同
じ
よ
う
に
窪
津
王
子
の
ほ
か
に
「
渡
辺
王
子
」「
大
渡
王
子
」

な
ど
別
の
名
称
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
こ
ち
ら
も
同
じ
王
子
を
指
す
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
地
名
は
渡
辺
に
統
一
し
、
王
子
社
に
つ
い
て
は
窪
津
王
子
に
統
一
す
る
。
地
名
を
含
む
名

称
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
河
音
能
平
「
中
世
渡
辺
津
の
形
成
過
程
」（
河
音
能
平
『
大
阪
の
中
世
前
期
』
清
文
堂
出
版
）
二
〇
〇
二
、
大
村
拓
生
「
平
安
時
代
の
摂

津
国
衙
・
住
吉
社
・
渡
辺
党
」（『
難
波
宮
か
ら
大
坂
へ
』）
二
〇
〇
六
、
同
「
中
世
渡
辺
津
の
展
開
と
大
阪
湾
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
七
十
号
）
二
〇
〇
七
、
松
尾
信
裕
「
古
代
・
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中
世
の
船
場
地
域
の
景
観
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
六
号
）
二
〇
一
八

２　

��
柴
田
実
「
和
光
同
塵
―
中
世
神
道
の
基
本
概
念
―
」（
同
『
日
本
庶
民
信
仰
史　

神
道
扁　

柴
田
実
著
作
集
３
』
法
蔵
館
）
一
九
八
四
、
初
出
一
九
五
九

３�　

拙
稿
「
十
～
十
二
世
紀
に
お
け
る
熊
野
王
子
社
―
そ
の
成
立
と
展
開
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
五
号
）
二
〇
二
一

４　
『
吉
記
』
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
九
月
二
十
一
日
条
。（『
増
補
史
料
大
成
』）
以
降
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

５　
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
月
五
日
条
（『
神
道
大
系
』）

６　
『
後
鳥
羽
院
・
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
』
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
九
月
三
十
日
条
（『
神
道
大
系
』）

７　

�

窪
津
の
名
は
、
院
政
期
熊
野
参
詣
初
期
か
ら
多
く
の
古
記
録
に
記
さ
れ
、
参
詣
に
関
す
る
史
料
で
は
『
扶
桑
略
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
に
行
わ
れ
た
藤
原
道
長
の
高
野
山
か

ら
の
帰
途
、
国
府
大
渡
が
窪
津
と
同
地
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
乗
船
し
た
記
述
が
管
見
に
触
れ
た
も
の
の
中
で
は
一
番
古
い
。

８　

�

註
３
、
拙
稿
（
二
〇
二
一
）
に
同
じ
。

９�　

本
図
の
作
製
に
は
国
土
地
理
院
地
図
、
地
理
院
タ
イ
ル
（
標
高
タ
イ
ル
）
を
使
用
し
て
作
成
し
た
。（https://m

aps.gsi.go.jp/developm
ent/ichiran.htm

l

）

10　

�

難
波
津
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
そ
の
所
在
が
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
多
く
の
論
が
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
千
田
稔
氏
に
よ
る
三
津
寺
町
付
近
と
す
る
説
、
日
下
雅
義

氏
に
よ
る
高
麗
橋
付
近
と
す
る
説
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
発
掘
調
査
や
、「
上
町
科
研
」
の
報
告
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
台
地
西
北
端
部
に
あ
た
る
高
麗
橋
・
天
神
橋
付
近

が
有
力
な
説
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
難
波
津
の
位
置
と
し
て
、
高
麗
橋
・
天
神
橋
付
近
を
難
波
津
の
位
置
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
研
究
史
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳

し
い
。
松
尾
信
裕
「
古
代
難
波
の
地
形
環
境
と
難
波
津
」（
中
尾
芳
治
・
栄
原
永
遠
男
編
『
難
波
宮
と
都
城
制
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
四
、
西
本
昌
之
「
古
代
難
波
津
の
歴
史
的

変
遷
―
難
波
御
津
（
大
津
）
か
ら
難
波
三
津
（
御
津
）
へ
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
八
五
号
）
二
〇
二
一

11　

註
１
、
松
尾
文
献
（
二
〇
一
八
）
に
同
じ
。

12　

中
大
輔
「
文
献
に
み
る
古
代
の
運
河
・
津
」（
鈴
木
康
民
編
『
日
本
古
代
の
運
河
と
水
上
交
通
』
八
木
書
店
）
二
〇
一
五

13　

戸
田
芳
実
「
領
主
的
土
地
所
有
の
先
駆
形
態
」（
同
『
日
本
領
主
制
成
立
の
研
究
』
岩
波
書
店
）
一
九
六
七

14　

註
１
、
松
尾
文
献
（
二
〇
一
八
）
に
同
じ
。

15　

笹
生
衛
『
神
と
死
者
の
考
古
学　

古
代
の
ま
つ
り
と
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
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16　

笹
生
衛
「
塩
津
港
の
神
と
神
社
」（
水
野
章
二
編
『
よ
み
が
え
る
港
・
塩
津
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）
二
〇
二
〇

17　

大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
大
坂
城
下
町
跡
Ⅱ
』
二
〇
〇
四

18　

積
山
洋
「
難
波
京
の
変
容
―
奈
良
末
か
ら
平
安
前
期
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
第
十
八
号
）
二
〇
〇
二

19　

大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
住
友
銅
吹
所
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
九
八

20　

古
市
晃
「
難
波
宮
と
難
波
津
」（
研
究
代
表
者
、
積
山
洋
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
難
波
宮
と
古
代
難
波
の
国
際
的
性
格
に
関
す
る
総
合
研
究
』
大
阪
文
化
財
協
会
）
二
〇
一
〇

21　

註
16
、
笹
生
文
献
（
二
〇
二
〇
）
に
同
じ
。

22　

�

中
塚
武
監
修
、
伊
藤
啓
介
・
田
村
憲
美
・
水
野
章
二
編
『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史
④
気
候
変
動
と
中
世
社
会
』
臨
川
書
店
、
二
〇
二
〇

23　

�

笹
生
衛
「
古
代
・
中
世
の
景
観
変
化
と
気
候
変
動
―
東
京
湾
東
岸
に
お
け
る
沖
積
平
野
の
変
遷
を
中
心
に
―
」（
中
塚
武
編
『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史
④
気
候
変
動
と

中
世
社
会
』
臨
川
書
店
）
二
〇
二
〇

24　
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
年
九
月
十
一
日
条
（『
国
史
大
系
』）

25　

平
川
南
「
環
境
と
歴
史
学
」（『
歴
博
』
第
七
十
五
号
）
一
九
九
六

26　

註
23
、
笹
生
文
献
（
二
〇
二
〇
）
に
同
じ
。

27　
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
、
意
見
封
事
「
善
相
公
意
見
十
二
箇
条
」（『
国
史
大
系
』）

28　
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
八
年
八
月
十
七
日
条
（『
国
史
大
系
』）

29　
『
扶
桑
略
記
裡
書
』
延
長
七
年
七
月
二
十
六
日
条
（『
新
修
摂
津
市
史　

史
料
と
研
究
』）

30　
『
日
本
紀
略
』
永
祚
元
年
八
月
十
三
日
条
（『
国
史
大
系
』）

31　

註
１
、
大
村
文
献
（
二
〇
〇
六
）
に
同
じ
。

32　

註
１
、
大
村
文
献
（
二
〇
〇
六
）
に
同
じ
。

33　

�

河
角
龍
典
「
歴
史
時
代
に
お
け
る
京
都
の
洪
水
と
氾
濫
原
の
地
形
変
化
―
遺
跡
に
記
録
さ
れ
た
災
害
情
報
を
用
い
た
水
害
篠
再
構
築
―
」（『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
第
一
号
）

二
〇
〇
四
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34　
『
日
本
紀
略
』
長
元
五
年
六
月
条
（『
国
史
大
系
』）

35　
『
左
経
記
』
長
元
七
年
八
月
十
二
日
条
（『
増
補
史
料
大
成
』）

36　
『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
永
承
三
年
十
月
十
一
日
条
（『
新
修
摂
津
市
史�

史
料
と
研
究
』）

37　

�

趙
哲
済
「
難
波
砂
州
北
部
～
天
満
砂
州
南
端
部
の
表
層
地
質
に
関
す
る
覚
え
書
」（
平
成
二
一
～
二
五
年
度
（
独
）
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究�

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）『
大

阪
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
―
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
都
市
の
誕
生
・
成
長
・�

再
生
の
一
類
型
―
』
研
究
代
表
者
、
脇
田
修
）
二
〇
一
四
、
趙
哲
済
・
中
条
武
司
「
大
阪
湾
海
岸

低
地
に
お
け
る
古
地
理
の
変
遷
―
「
上
町
科
研
」
以
降
の
研
究
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
六
四
号
）
二
〇
一
七

38　

�『
御
室
御
所
高
野
山
御
参
籠
日
記
』
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
五
月
一
日
条
（『
新
修
摂
津
市
史�

史
料
と
研
究
』）

39　

註
37
文
献
、
巻
頭
図
版
５
、６

40　

大
山
喬
平
「
俊
乗
房
重
源
の
宗
教
的
経
済
活
動
」（
同
『
日
本
中
世
の
ム
ラ
と
神
々
』
岩
波
書
店
）
二
〇
一
二
、
初
出
一
九
九
九

41　
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
九
月
二
十
一
日
条
（『
俊
乗
房
重
源
史
料
集
成
』）

42　

註
１
、
大
村
文
献
（
二
〇
〇
七
）
に
同
じ
。

43　
『
重
源
譲
状
』
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
六
月
十
五
日
条
（『
俊
乗
房
重
源
史
料
集
成
』）

44　

小
林
剛
『
俊
乗
房
重
源
の
研
究
』（
一
九
七
一
）
有
隣
堂

45　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
六
月
四
日
条
（『
国
史
大
系
』）

46　

註
44
、
小
林
文
献
（
一
九
七
一
）
に
同
じ
。

47　

註
17
文
献
に
同
じ
。

48　

松
尾
信
裕
「
大
坂
城
下
町
跡
下
層
の
遺
跡
」（
大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
大
坂
城
下
町
跡
Ⅱ
』）
二
〇
〇
四

49　

註
16
笹
生
文
献
（
二
〇
二
〇
）
に
同
じ
。

50　

�

笹
生
衛
「
水
陸
交
通
の
結
節
点
―
琵
琶
湖
塩
津
港
遺
跡
と
神
社　

―
港
湾
に
お
け
る
古
代
祭
祀
と
中
世
へ
の
変
質
―
」（
古
代
交
通
研
究
会　

第
二
十
一
回
大
会
資
料
集
『
古
代
・

中
世
移
行
期
の
交
通
と
祭
祀
―
北
陸
道
・
山
陰
道
の
水
上
交
通
・
陸
上
交
通
を
中
心
に
―
』）
二
〇
二
一
年
六
月
二
十
六
・
二
十
七
日
開
催
。
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